
SAF流通ワーキンググループの設置趣旨について

SAF流通WGの想定スケジュール（案）

○第1回（本日）
・航空局輸入ニートSAF事業
・認証取得に向けた支援体制

○第2回（9月頃）
・航空局事業の状況報告
・認証取得体制の状況報告

○第3回（12月頃）
・R4取組成果の整理
・R5取組計画（案）

SAF官民協議会
（2022.4.22～）

SAF製造・供給WG

SAF流通WG

（各会議体の関係）

 SAFの導入を加速させるため、技術的・経済的課題や解決策を官民で協議し、一体となって取組を進める場として、
令和4年4月、「持続可能な航空燃料（SAF）の導入促進に向けた官民協議会」を設立。

 国際競争力のある国産SAFの製造・供給、SAFのサプライチェーンの構築、国産SAFのCORSIA適格燃料
登録・認証など、それぞれの課題について専門的な議論を行う場として、協議会の下にワーキンググループを設置。

テーマ：SAFのサプライチェーン構築、国産SAFのCORSIA適格燃料登録・認証

（事務局：国土交通省）

（事務局：資源エネルギー庁）

テーマ：国産SAFの製造・供給、SAF原料の安定確保

※WGの取扱い

本ワーキンググループの議事及び配布資料は、原則非公開とする。
WGでの議論は、事務局において取りまとめ、官民協議会に報告・共有。

（事務局：国土交通省、資源エネルギー庁）

構成員
民間 ：航空会社、空港会社、石油元売会社等
政府 ：農林水産省、環境省

資源・燃料分科会（経産省）

航空機運航分野におけるCO2削
減に関する検討会（国交省）

報告・共有

資料３


